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　萩市川島にある、萩市指定史跡桂太郎旧宅の保存修理が終
わり、一般に公開されています。
　この旧宅は明治 42 年（1909）に、桂太郎が少年時代を
過ごした場所を買い戻して建てられました。
　川島での暮らしを穏やかに楽しむことに主眼が置かれてお
り、奇抜さや派手さを抑え、全体をこじんまりと巧みに納め
ています。また建物前には、藍場川の水を引き込んで造られ
た流水式の池

ち せ ん

泉庭園があります。
　桂太郎は、３度にわたり首相を務めたほか、拓殖大学の
創立者としても知られ、大学は平成 12 年（2000）に創立
100 周年を迎えます。　

　桂太郎旧宅（萩市川島）　　
　　　いよいよ一般公開始まる
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（２）

連休中は萩のイベントに参加してみてはいかがですか
　萩では、今年もゴールデンウィークの催しがいっぱいです。恒例の「萩焼まつり」
をはじめ、「萩・大茶会」など、故郷に帰ってゆっくり楽しんでみませんか。
　また、連休後も「萩・夏みかんまつり」や「浜崎おたから博物館」など、毎週の
ように催しが開催され、市内はまさにイベントシーズン到来といった様子です。

土
と
生
命
の
炎
が
織
り
な
す
陶
芸
の
祭
典

萩
焼
ま
つ
り

と　
き　
５
月
１
日（
土
）〜
５
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
販
売
主
会
場
は
萩
市
民
体
育

館

イ
ベ
ン
ト
内
容

■
萩
焼
即
売
（
萩
焼
窯
元
・
販
売
店
50

社
に
よ
る
萩
焼
の
大
即
売
会
）

■
ロ
ク
ロ
実
演
と
作
陶
指
導

当
日
会
場
に
て
受
付
（
有
料
）

■
萩
焼
い
ろ
い
ろ
展

■
と
よ
君
（
上
田
豊
治
）
の
切
り
絵
展

■
萩
特
産
品
即
売
な
ど

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

内
萩
焼
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）
へ

ＮＨＫ水曜ドラマの花束
「緋が走る〜陶芸青春記〜」

〜午後 10 時より放映中〜

田
中
美
里

主
演サ

イ
ン
会
＆

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と　
き　
５
月
３
日
（
祝
）

１
回
目　
10
時
30
分
〜

２
回
目　
12
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

と　
き　
５
月
３
日（
祝
）・４
日（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園
、
旧
厚
狭

毛
利
家
萩
屋
敷
長
屋

茶　
席　
薄
茶
席（
４
席
）、お
休
処（
夏

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
）

※
献
茶
式
が
、
３
日
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
志
都
岐
山
神
社
で
行
わ
れ
ま
す
。 

茶　

券　
（
前
売
券
）
セ
ッ
ト
券
＝

２
０
０
０
円
（
薄
茶
４
席
）、
１
席
券

＝
６
０
０
円　
（
当
日
券
）
１
席
券
＝

６
５
０
円

※
セ
ッ
ト
券
は
前
売
り
の
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

２
４
６
）

■
生
け
花
展
（
旧
福
原
家
書
院
）

■
琴・尺
八
の
演
奏　
午
前
11
時
〜
、

午
後
１
時
〜

■
茶
菓
子
等
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

指
月
公
園
内
の
催
し
物

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
連
休
中
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
付
近
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

萩
・
大
茶
会

運
行
期
間　

５
月
３
日
（
祝
）・
４
日

（
祝
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

運
行
区
間　
市
役
所
前
庭
〜
萩
総
合
庁

舎
前
〜
指
月
公
園
東
側
入
口

運
行
期
間　
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
日

（
祝
）　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

運
行
区
間　
市
役
所
前
庭
〜
萩
総
合
庁

舎
前
〜
萩
駅
前

萩
焼
ま
つ
り
会
場
へ

萩
・
大
茶
会
会
場
へ

浜
崎
お
た
か
ら
博
物
館

今
年
も
や
り
ま
す
！

　
春
が
香
る
城
下
町
、
夏
み
か
ん
の
白

い
花
に
出
会
い
ふ
れ
合
う
散
歩
路
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
９
日
（
日
）  

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

イ
ベ
ン
ト
内
容

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

萩
・
花
ご
よ
み
’99

■
萩
・
夏
み
か
ん
物
産
市
（
果
実
、
加

工
品
、
ジ
ュ
ー
ス
、
寿
司
ほ
か
夏
み
か

ん
グ
ッ
ズ
の
即
売
）

■
い
ろ
い
ろ
花
市
（
鉢
物
の
即
売
）

■
夏
み
か
ん
広
場
（
郷
土
芸
能
、
太
鼓

演
奏
、
山
盛
り
み
か
ん
の
数
当
て
ク
イ

ズ
）

　
昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
浜
崎
の
江
戸
時
代
の
町
屋
の
町
並
み

の
中
で
、
20
数
軒
の
家
々
に
由
緒
あ
る

家
宝
を
展
示
し
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　
き　
11
年
５
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
萩
市
浜
崎
本
町
筋
、魚
市
場
、

御
船
倉
、
住
吉
神
社
ほ
か

交　
通　
市
役
所
か
ら
浜
崎
ま
で
、
15

分
間
隔
で
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
都
市
計
画
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

４
０
５
）
へ

■
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場

■
夏
み
か
ん
の
古
木
、
見
ど
こ
ろ
め
ぐ

り
ウ
ォ
ー
ク

申
込
方
法　
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
は
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
萩
市
観
光
課
へ
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
８
３
８・２
６・０
７
１
６
）
も
可
。

申
込
期
限　
５
月
７
日
必
着 

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
〒
７
５
８
ー
８
５
５
５
山
口
県
萩
市

江
向
５
１
０
番
地　
萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

４
０
２
）
へ

中嶋治平の
　　萩ガラスの製法書

放映中



（３）

　
「
鹿
背
隧
道
」
は
、
明
治
19
年

（
１
８
８
６
）
頃
に
完
成
し
た
と
思
わ

れ
る
、
山
口
県
下
で
最
初
の
西
洋
式

石
造
ト
ン
ネ
ル
で
、
こ
の
時
代
の
総

石
張
り
隧
道
と
し
て
は
日
本
で
最
長

で
す
。

　

長
さ
約
１
８
２
ｍ
、
幅
約
4.2
ｍ
、

高
さ
約
3.9
ｍ
で
、
内
部
の
全
て
を
安

山
岩
の
切
石
張
り
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入

口
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
素
朴
な
が
ら
重

み
が
あ
り
、
味
わ
い
の
あ
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
隧
道
は
、
萩
往
還
の
悴
か
せ
が
さ
か坂

峠

の
真
下
に
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

隧
道
の
完
成
に
よ
っ
て
、
難
所
で
あ

HAGI・Anything is best in Japan

■
次
回
は
、
元
気
な
島
・
大
島
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
ん
で
も

ぎ

日
本
一
！

第
６
回　
「
鹿か

せ背
隧ず

い
ど
う道
」
が
登
録
文
化
財
に

は

国登録文化財に指定された鹿背隧道

今年もいよいよイベントシーズンの到来です！

と　
き　
６
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
よ
り
受
付

※
６
月
26
日
（
土
）
に
前
夜
祭
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

競
技
内
容　
（
Ａ
）
ス
イ
ム
２
㎞
、
ラ

ン
15
㎞　
（
Ｂ
）
ス
イ
ム
１
㎞
、
ラ
ン

５
㎞
※
Ｂ
の
み
リ
レ
ー
が
可　
（
ジ
ュ

ニ
ア
）
ス
イ
ム
２
０
０
ｍ
、
ラ
ン

２
０
０
ｍ

参
加
資
格　
（
Ａ
）
大
会
当
日
16
才
以

上
で
、
完
走
の
自
信
、
経
験
の
あ
る
者

（
Ｂ
）
中
学
生
以
上
で
、
完
走
の
自
信
、

経
験
の
あ
る
者　
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
小
学

生
で
、
２
０
０
ｍ
の
水
泳
が
可
能
な
者

※
た
だ
し
、
Ａ
、
Ｂ
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
も

に
書
類
を
審
査
し
た
う
え
、
大
会
事
務

萩
・
菊
ヶ
浜
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス

出
場
者
募
集
！

局
が
認
め
た
者

参
加
料　
（
一
般
）
５
０
０
０
円　

（
中
高
生
）
３
０
０
０
円　
（
小
学
生
）

２
０
０
０
円

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
及
び
誓
約
書

に
必
要
事
項
を
記
入
捺
印
し
、
写
真
２

枚
（
３
㎝
×

2.5
㎝
）
の
裏
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
１
枚
は
参
加
申

込
書
に
貼
付
し
、
大
会
事
務
局
ま
で
提

出申
込
期
限　
５
月
28
日

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
〒
７
５
８
ー

８
５
５
５　
山
口
県
萩
市
江
向
５
１
０

番
地　

萩
市
観
光
課
内
萩
・
菊
ヶ
浜

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
内
線

２
７
５
）
へ

　
今
年
も
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
内
の
菊
ヶ
浜
で
鉄
人
た
ち
の
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
コ
ー
ス
全
体
が
史
跡
と
国
定
公
園
内
と
い
う
、

ほ
か
に
例
を
見
な
い
こ
の
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　萩夏まつりの幕開けを飾る「萩・
日本海大花火大会」が今年も８月
１日に予定されています。
　大会では、記念の花火を打ち上
げたい方を募集しています。
募集期間　６月１日〜 30 日
※先着 15 名が集まり次第締め切
ります。
対　象　個人に限る
※花火の用途（結婚祝、出産祝、
新築祝等）をお申し付け下さい。
協　賛　１口１万円（５口で尺玉
１発）
問い合わせ　萩商工会議所内は
ぎ夏まつり実行委員会（0838・
25・3333）へ

萩・日本海大花火大会
メモリアル花火協賛募集

　
「
江
戸
に
遊
ぶ
」
も
今
回
で

４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
萩
の
城
下
町
を
、
松
陰
・
龍

馬
・
晋
作
な
ど
着
物
姿
で
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
22
日
の
イ
ベ
ン
ト

●
講　
演

「
二
十
一
回
孟
士
」「
松
下
村
塾
」

と　
き　
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
松
下
村
塾

５
月
23
日
の
イ
ベ
ン
ト

●
雅
楽
演
奏

と　
き　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
花
月
楼（
松
陰
神
社
）

●
講　
演

「
吉
田
松
陰
・
安
政
の
大
獄
」

と　
き　
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　
松
下
村
塾
（
松
陰
神

社
）

問
い
合
わ
せ　
俥
宿

（
０
８
３
８・２
６・６
４
７
４
）

へ　
　
毛
利
水
軍
の
訓
練
の
名
残
と

も
い
わ
れ
る「
お
し
く
ら
ご
う
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
６
日
（
日
）
午

後
１
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　
橋
本
川
下
流
（
常
盤

橋
〜
玉
江
）

問
い
合
わ
せ　

玉
江
浦
漁
協

（
０
８
３
８・２
５・１
４
９
３
）

へ
お
し
く
ら
ご
う

江
戸
に
遊
ぶ

　

萩
市
椿
と
旭
村
明
木
に
ま
た
が
る
鹿
背
隧
道
が
、
国
の
登
録
文

化
財
登
録
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

■
登
録
文
化
財
と
は

　
現
在
も
使
わ
れ
社
会
的
評
価
を
受

け
に
く
い
近
代
の
歴
史
的
建
造
物

を
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
緩
や
か
に

保
護
す
る
制
度
。
原
則
と
し
て
、
建

設
後
50
年
を
経
過
し
、
歴
史
的
な
価

値
が
あ
り
、
再
現
が
難
し
い
造
形
物

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
度

に
導
入
さ
れ
、
そ
の
と
き
萩
市
で
は

「
明
倫
小
学
校
本
館
」
と
「
萩
駅
舎
」

が
、
平
成
10
年
に
は
「
三
見
橋
」
が

登
録
さ
れ
今
回
４
件
目
の
登
録
。
県

内
で
は
現
在
23
件
登
録
。

る
峠
を
通
ら
ず
に
す
み
、
ま
た
、
車

等
の
通
行
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
萩
と
山
口
の
間
の
交
通
は
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
13
年
の
県
会
で
「
南
北
の
物

流
（
経
済
）
を
活
発
に
す
る
に
は
平

坦
な
道
が
不
可
欠
」
と
さ
れ
、
建
設

が
決
定
。
萩
の
名
士
た
ち
が
建
設
費

を
寄
付
し
て
、
当
時
名
う
て
の
石
工

に
発
注
し
た
記
録
が
あ
り
、
藩
庁
が

山
口
に
移
っ
た
後
の
萩
の
浮
沈
を
か

け
た
ト
ン
ネ
ル
だ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。



敬親、松陰の兵学門下となる

（４）

吉田松陰と毛利敬親　第３回

松陰と敬親が月２回の「孫子会」を続けた
長州藩の江戸桜田藩邸 

昭
和
17
年
に
建
立
さ
れ
た
大
刀
を
手
に
す
る

吉
田
松
陰
像
（
静
岡
県
下
田
市
の
三
島
神
社
で
）

　明治維新の先覚者・吉田松陰（1830 − 1859）を松陰たらしめた大
きな力は藩主・毛利敬

たかちか
親（1819 − 1871）だった。同時に、維新革命

をになう長州藩を 32 年間も率いて崩れなかった敬親にも、なにほどか
松陰の感化があったにちがいない。二人が親しく触れ合ったのは嘉

か え い
永３

年（1850）８月から１年間、正確にいえばこの間の８か月にすぎない。
32 歳の藩主敬親は 11 歳年下の松陰から兵学を学ぶ必要を痛感し、門下
となって特別講義を受ける。そこで松陰は敬親の志の高さと賢さを知る。
互いが相手を深く理解し合ったのである。

松
陰
の
兵
学
講
義
に
は
思
わ
ず
引
き
込
ま

れ
る 　

藩
主
、
松
陰
か
ら
山
鹿
流
の
秘
伝
を
受
け

る　

毎
月
２
回
の
孫
子
勉
強
会
で
膝
を
ま
じ
え

る 

公
の
英え

い
ま
い邁
に
し
て
志
気
凛り

ん
ぜ
ん然
を
知
る　

　
こ
こ
に
敬
親
の
松
陰
か
ら
本
格
的
に
兵
学
を
学
び

た
い
と
い
う
思
い
は
一
気
に
ふ
く
れ
あ
が
る
。
と
こ

ろ
が
松
陰
は
講
義
か
ら
５
日
後
、
か
ね
て
準
備
を
し

　
ま
た
、
郷
里
・
萩
の
実
兄
杉
梅
太
郎
へ
の
手
紙
に

「
御
前
会
、
過す
ぐ
る
12
日
作
戦
篇
す
む
」
な
ど
と
経
過

報
告

を
し
て
い
る
。
松
陰
も
こ
の
孫
子
勉
強
会
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。     

　
孫
子
会
は
一
応
ま
ず
松
陰
が
講
義
を
し
、
そ
の
後
、

敬
親
と
の
間
で
「
ご
議
論
こ
れ
あ
り
」
と
い
う
展
開

だ
っ
た
ら
し
い
。
二
人
は
相
当
に
忌き
た
ん憚
の
な
い
意
見

を
交
わ
し
た
の
だ
ろ
う
。
後
年
、
兄
作
成
の
松
陰
年

譜
草
稿
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
公
の
英え
い
ま
い邁

、
ご
志

気
の
凛り
ん
ぜ
ん然

と
あ
ら
せ
ら
れ
候
と
こ
ろ
、
ご
議
論
の
間

に
て
親
し
く
伺
い
奉

た
て
ま
つり
候
よ
し
、毎
々
寅と
ら
じ
ろ
う

次
郎
申
す
」

　
松
陰
自
身
も
「
往
年
は
御
前
会
に
も
し
ば
し
ば
召

し
出
さ
れ
、
親
し
く
徳と
く
い
ん音

を
伏
ふ
く
ち
ょ
う聴

仕
り
、
一
々
肺は
い
か
ん肝

に
徹て
っ
し
候
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
だ
が
、
孫
子
会
は

こ
の
年
８
月
、
藩
主
敬
親
が
急
に
萩
へ
帰
国
し
、
わ

ず
か
５
か
月
余
で
終
わ
る
。
以
後
、
会
の
再
開
は
お

ろ
か
、
二
人
は
こ
の
世
で
顔
を
合
わ
す
こ
と
さ
え
な

　
敬
親
が
松
陰
に
つ
い
て
兵
学
を
学
ぼ
う
と
決
意
し

た
の
は
嘉
永
３
年
８
月
20
日
、
萩
城
の
御
書
院
で
何

回
目
か
の
松
陰
の
講
義
を
聴
い
た
時
で
あ
る
。
こ

の
日
、
松
陰
が
講
じ
た
の
は
山や
ま
が
り
ゅ
う

鹿
流
兵
学
の
教
典

「
武ぶ
き
ょ
う教
全
書
」の
守
城
編「
籠
城
の
大
将
心こ
こ
ろ
さ
だ
定
め
の
事
」

だ
っ
た
。  

　

こ
の
時
、
松
陰
は
「
心
定
め
」
を
「
御
心
定
め
」

と
敬
語
を
つ
け
て
言
い
、
籠
城
戦
は
一
番
上
に
立
つ

大
将
が
負
け
れ
ば
必
ず
切
腹
と
思
い
定
め
て
臨
ま
ね

ば
戦
え
な
い
と
痛
切
に
説
い
た
。「
心
定
め
」に「
御
」

を
つ
け
、
敬
親
に
「
大
将
と
は
、
公こ
う

、
あ
な
た
ご
自

身
の
こ
と
で
す
よ
」
と
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
彼
は
大
将
の
心
定
め
は
堅
固
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
つ
い
先
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
を
例
に
訴
え

た
。        

　
奇く

し
く
も
15
年
の
後
、
敬
親
は
幕
府
軍
に
攻
め
寄

せ
ら
れ
た
四し
き
ょ
う境
戦
争
で
大
将
と
し
て
こ
の
決
死
の
心

定
め
を
す
る
。
招
集
し
た
防
長
二
国
の
支
藩
主
ら
に

言
う
。「
幕
軍
も
し
来
た
ら
ば
死
を
以
て
こ
れ
を
防

ぐ
あ
る
の
み
。
卿け
い
ら
の
意
如い
か
ん何
と
」

　
松
陰
の
学
問
は
い
つ
も
、
時
代
の
中
で
の
生
き
た

学
問
だ
っ
た
。
講
義
の
あ
と
敬
親
は
侍じ
し
ん臣

に
「
儒
学

者
の
講
こ
う
し
ゃ
く

釈
は
常
套
語
を
な
ら
べ
て
眠
気
を
も
よ
お
す

が
、
矩の
り
方か
た
（
松
陰
の
諱い
み
な）
の
兵
を
談
ず
る
は
席
の
進

む
お
も
い
が
す
る
」
と
感
動
を
語
っ
た
と
い
う
。←

←

←

←

←

わ
た
だ
し
く
松
陰
か
ら
山
鹿
流
兵
学
の
最
高
奥お
う
ぎ義

「
三
さ
ん
じ
ゅ
う重

極
秘
の
伝
」
を
伝
授
さ
れ
る
。
実
は
『
極
秘

の
伝
授
』
そ
の
も
の
は
単
な
る
秘
儀
な
の
だ
が
、
こ

れ
で
藩
主
敬
親
は
松
陰
の
門
下
・
高
弟
と
な
る
の
で

あ
る
。        

　
敬
親
は
す
で
に
兵
学
は
北
条
流
を
学
ん
で
皆か
い
で
ん伝
を

え
て
い
た
。
北
条
流
の
始
祖
・
北
条
氏う
じ
な
が長
は
山
鹿
流

を
立
て
た
山
鹿
素
行
に
は
師
匠
だ
っ
た
人
な
の
で
、

敬
親
が
山
鹿
流
を
兼
け
ん
り
ゅ
う
流
す
る
目
的
は
ひ
と
え
に
松
陰

に
教
え
を
請こ

う
た
め
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
を
証し
ょ
うす

る
か
の
よ
う
に
、
早
く
も
敬
親
は
翌

２
月
か
ら
毎
月
２
回
、
12
日
と
23
日
、
松
陰
に
「
孫

子
」
の
特
別
講
義
を
命
じ
、
熱
心
に
受
講
を
始
め
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
孫そ
ん
ぶ武

の
著あ
ら
わし

た
「
孫
子
」
は
日

本
に
お
い
て
も
兵
学
諸
流
派
の
原
典
だ
っ
た
の
だ
。        

　
孫
子
会
と
よ
ば
れ
た
こ
の
勉
強
会
は
仰

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う々し
い
御

前
講
義
と
は
ま
る
で
違
う
も
の
だ
っ
た
。
お
小こ
し
ょ
う姓

ら

が
同
席
す
る
だ
け
で
、
い
わ
ば
松
陰
と
敬
親
が
膝
を

ま
じ
え
て
行
う
内
輪
の
特
別
授
業
で
あ
っ
た
。            

　
藩
主
敬
親
が
い
か
に
松
陰
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
熱
心

だ
っ
た
か
。
こ
の
年
３
月
、
参
勤
交
代
の
江
戸
出し
ゅ
っ
ぷ府

に
松
陰
が
同
行
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
着
の
４
月
か
ら

す
ぐ
孫
子
会
が
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
よ
く
そ

れ
が
表
れ
て
い
る
。
松
陰
へ
の
藩
命
は
「
軍
学
稽
古

の
た
め
江
戸
差さ
し
の
ぼ登さ

れ
候
」
と
あ
る
。

　
松
陰
は
こ
の
初
め
て
の
江
戸
遊
学
で
張
り
切
り
す

ぎ
あ
れ
も
こ
れ
も
と
勉
学
・
稽
古
の
手
を
広
げ
て
錯

乱
状
態
に
な
る
の
だ
が
、
さ
す
が
に
こ
の
孫
子
会
に

つ
い
て
は
日
記
に
「
朝
、
孫
子
進
講
」
と
か
「
孫
子

謀ぼ
う
こ
う
へ
ん

攻
篇
下
見
」
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
。



て
き
た
念
願
の
九
州
遊
学
へ
旅
立
つ
。
帰
国
は
４

か
月
後
の
大

晦
日
の
前
日
だ
っ
た
。
敬
親
は
じ
り
じ
り
す
る
思

い
で

待
っ
て
い
た
よ
う
だ
。         

　

明
け
て
嘉
永
４
年
正
月
15
日
、
毛
利
敬
親
は
あ

（５）

山口市の亀山公園に立つ
毛利敬親の騎馬像 

←

　
医
師
国
家
試
験
の
直
前
に
、
私
は
先

輩
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
結
核
研
究
所
で
肺

外
科
を
専
攻
し
よ
う
と
、
簡
単
に
決
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
肺
結
核
外
科
の
医
者
が
少
な

い
の
で
手
術
が
沢
山
で
き
る
の
で
喜
ん

で
い
ま
し
た
が
、
昭
和
42
年
ご
ろ
か
ら

手
術
の
必
要
な
肺
結
核
が
急
に
減
少
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
人
間
万
事
塞

翁
が
馬
、
何
が
幸
い
す
る
か
判
り
ま
せ

ん
。
結
核
の
代
わ
り
に
肺
癌
が
年
毎
に

増
え
、
結
核
外
科
医
か
ら
肺
癌
外
科
医

に
転
向
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
国
や

和
歌
山
か
ら
は
る
ば
る
京
都
ま
で
、
手

術
を
受
け
に
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に
大
き

な
肺
癌
の
患
者
さ
ん
が
、
何
と
か
手
術

で
治
ら
ん
か
、
と
紹
介
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
す
。
肺
癌
外
科
の
医
者
は
そ
れ

に
応
え
て
、「
ヤ
ア
ヤ
ア
俺
様
は
片
側

の
肺
を
全
部
取
っ
た
う
え
、
反
対
側
の

肺
も
一
部
分
を
手
術
し
た
が
旨
く
行
っ

た
ゾ
」
な
ど
と
、
今
で
も
学
会
で
報
告

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
当
を
い
う
と

進
行
し
た
肺
癌
は
、
医
者
が
い
く
ら
頑

張
っ
て
手
術
し
て
も
良
い
結
果
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
大
豆
ぐ
ら
い
（
正
確
に
云

い
ま
す
と
10
ミ
リ
以
下
）の
肺
癌
な
ら
、

手
術
で
切
除
す
る
肺
も
僅
か
で
済
み
、

こ
ん
な
患
者
さ
ん
は
５
年
後
も
全
員
お

元
気
な
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ヘ

リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
と
い
う
身
体
を
厚
さ
２
ミ

リ
の
薄
切
り
に
し
た
画
像
で
、
早
期
の

肺
癌
を
診
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。
Ｃ
Ｔ
で
10
ミ
リ
以
下
の
異

常
を
発
見
し
、
こ
の
異
常
が
肺
癌
（
ミ

リ
肺
癌
と
名
付
け
ま
し
た
）
で
あ
る
こ

と
を
早
く
診
断
す
れ
ば
、
簡
単
な
内
視

鏡
手
術
で
完
治
で
き
る
と
、
日
本
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
で
喋
っ
て
い
ま
す

が
、
診
断
を
す
る
の
は
放
射
線
科
医
、

手
術
を
す
る
の
が
呼
吸
器
外
科
医
と
分

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
「
そ
ん

な
旨
い
話
は
嘘
だ
ろ
う
」
と
本
当
に
し

て
貰
え
ま
せ
ん
。
勿
論
Ｃ
Ｔ
の
検
査
に

は
費
用
が
掛
か
り
ま
す
し
、
肺
癌
か
ど

う
か
判
ら
な
い
の
で
す
か
ら
健
康
保
険

は
使
え
ま
せ
ん
。「
肺
癌
を
心
配
し
な

が
ら
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
貴
方
。
肺

癌
を
完
全
に
治
す
方
法
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
の
費
用
は
御
自
分

で
払
っ
て
下
さ
い
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
人
も
払
う
健
康
保
険
を
使
う
の
は
ご

遠
慮
下
さ
い
」
と
云
う
訳
で
す
。    

　
私
は
今
で
も
毎
年
夏
に
は
萩
に
帰
っ

て
い
ま
す
。
東
萩
の
駅
か
ら
指
月
の
方

を
見
ま
す
と
、
昭
和
21
年
県
立
萩
中
学

校
に
山
陰
線
で
汽
車
通
を
し
て
い
た

日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。
朴
歯
で
白
い

鼻
緒
の
高
下
駄
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
田

町
を
駆
け
抜
け
た
高
校
時
代
が
昨
日
の

よ
う
で
す
。
今
で
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
萩
の
想
い
出
は
萩
中
校
歌
（
安
藤
紀

一  

作
詩
・
作
曲
）
で
す
。
調
子
が
良

い
と
き
は「
文
の
林
に
花
は
咲
く
と
も
、

実
を
結
ば
ず
ば
何
に
か
は
せ
む
」、
失

望
落
胆
の
時
は「
松
を
粧
ふ
雪
も
一
時
、

本
の
緑
は
千
歳
も
消
え
ず
」
と
呟
い
て

い
ま
す
。

　

先
日
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
行
き
ま
し
た

り
期
待
が
持
て
ま
せ
ん
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
も
始
ま
り
、
電
子

メ
ー
ル
で
数
秒
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ

る
時
代
で
す
。
20
〜
30
年
先
を
見
越
し

て
、
優
れ
た
知
的
財
産
を
集
積
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
頭
脳
都
市
と
し

て
、
萩
の
都
市
設
計
を
し
て
頂
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
出
版
、
翻
訳
、
独

創
的
な
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
信
や
、
萩
で
ユ

ニ
ー
ク
な
仕
事
を
し
て
休
日
に
は
都
市

に
出
掛
け
て
喧
騒
の
中
で
刺
激
を
受
け

る
な
ど
、
発
想
の
大
転
換
が
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
私
も
管
理
職
を
辞
し

て
ま
た
臨
床
医
に
戻
り
、
時
間
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
度
々
萩
に
帰
り

発
展
の
過
程
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　ズーム
　 アップ  
　

今
回
は
、
外
科
医
と
し
て
肺
癌
治
療
に
日
夜
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

池
田
貞
雄
さ
ん
に
、
登
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。

洛
和
会
音
羽
病
院
呼
吸
疾
患
研
究
所
所
長

池

田

貞

雄
氏

私
の
近
況  

萩
の
想
い
出   

（
萩
高
４
期
卒
）

　
昭
和
27
年
３
月
山
口
県
立
萩
高
等
学

校
卒
業
、
昭
和
35
年
京
都
大
学
医
学
部

卒
業
、
平
成
４
年
４
月
京
都
桂
病
院
院

長
、
平
成
11
年
４
月
洛
和
会
音
羽
病
院

呼
吸
疾
患
研
究
所
所
長
、
ド
イ
ツ
胸
部

心
臓
血
管
外
科
学
会
特
別
会
員

京
都
府
宇
治
市
在
住

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

か
っ
た
。
ま
こ
と
に
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
松

陰
と
敬
親
の
間
に
は
、
最
も
私
心
す
く
な
く
公
に
奉

じ
る
こ
と
が
で
き
た
人
間
同
士
の
濃
密
な
交
流
が

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。　
　
　
　
（
つ
づ
く
）  

 　
　
　
（
元
毎
日
新
聞
編
集
委
員　
北
村　
知
紀
）  

が
、
帰
り
は
10
時
間
40
分
で
帰
れ
ま
し

た
。本
当
に
世
界
は
狭
く
な
り
ま
し
た
。

小
郡
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
れ
ば
、
奈

古
で
父
の
法
要
を
し
て
京
都
ま
で
日
帰

り
が
で
き
ま
す
。
中
央
も
地
方
も
無
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
の
萩
の
環

境
で
は
物
流
の
中
心
地
と
し
て
も
、
明

治
維
新
を
目
玉
に
し
た
観
光
に
も
余

萩
に
期
待
す
る



　
４
月
に
待
望
の
萩
国
際
大
学
が
開
学
し
ま
し
た
。
萩
国
際
大
学
は
山
口
県

か
ら
京
都
府
に
至
る
日
本
海
沿
岸
で
初
め
て
の
私
立
４
年
制
大
学
で
す
。

　
文
教
の
ま
ち
・
萩
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
、

発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
歴
史
の
町
か
ら
未
来
へ
発
信  

萩
国
際
大
学
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
あ
る
よ
う
に
、
未
来
に
向
け
て
大
き
く
歩
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（６）

　
４
月
２
日
に
萩
国
際
大
学
の
体
育
館

で
、
関
係
者
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て

大
学
の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。  

　
大
学
を
経
営
す
る
萩
学
園
の
権
堂
義

幸
理
事
長
が
「
萩
国
際
大
学
を
日
本
だ

け
で
な
く
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
、
国
際

色
豊
か
な
大
学
に
し
た
い
。
留
学
生
を

多
く
迎
え
入
れ
た
い
」
ま
た
、
野
村
市

長
が
「
萩
の
教
育
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
萩
国
際
大
学
を
盛
り
立
て
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
後
の
大
学
の
飛
躍
・
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

国
際
・
情
報
学
科　
未
来
担
う
人
材
育
成

祝　
萩
国
際
大
学
ス
タ
ー
ト

　
４
月
12
日
に
体
育
館
で
第
一
期
生
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
を

代
表
し
て
萩
高
校
出
身
の
赤
崎
富ふ
み
え
美
枝

（
萩
市
見
島
出
身
）
さ
ん
が
「
学
生
の

本
分
を
果
た
し
た
い
」と
誓
い
ま
し
た
。

石
本
三
郎
学
長
は
「
大
学
で
学
び
、
４

年
後
に
は
世
界
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
萩
で
学
び
、
生
活
す
る
４
年
間
が
一

生
の
財
産
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
挙
げ

て
大
学
と
学
生
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

第
一
期
生
は
全
部
で
２
０
４
人
で

す
。
そ
の
う
ち
、留
学
生
は
45
人
で
す
。

出
身
は
中
国
が
39
人
、
韓
国
が
５
人
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
１
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
留
学
生
に
つ
い
て
は
里
親
で
あ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
萩
で
の
生
活
を
側

面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ホ
ス
ト

竣
工
祝
賀
会

入　
学　
式　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
月
に
１
回
程
度
留

学
生
に
会
い
、
話
を
し
た
り
、
相
談
に

の
っ
た
り
し
ま
す
。

　

一
般
学
生
の
出
身
地
県
の
状
況
は
、

福
岡
県
61
人
、
山
口
県
46
人
、
広
島
県

20
人
、
大
分
県
８
人
、
島
根
県
７
人
、

そ
の
他
17
人
。
ま
た
、
出
身
校
で
は
萩

高
校
７
人
、
長
門
高
校
３
人
、
萩
工
業

高
校
２
人
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
に
つ
い
て ⇒

⇒

　
平
成
12
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
、「
萩
市
民
病
院
」、併
設
す
る
萩・

福
祉
複
合
施
設
「
か
が
や
き
」、
こ
の

２
施
設
を
整
備
す
る
地
区
全
体
「
萩
・

健
康
維
新
の
里
」
の
整
備
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
現
在
、
病
院
は
全
体
工
事
量
の

３
割
を
超
え
る
進
捗
率
で
、
建
物
の
２

階
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
が
始
ま

り
ま
し
た
。
複
合
施
設
は
２
月
に
着
工

し
、
地
区
全
体
で
い
よ
い
よ
工
事
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。

　
萩
市
で
は
、
４
月
に
病
院
の
総
婦
長

を
は
じ
め
看
護
職
員
、
事
務
職
員
な
ど

10
名
を
採
用
し
、
市
民
の
た
め
の
病
院

を
目
指
し
て
、
入
念
な
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
管
理
栄
養
士
・
介
護
職
員
な
ど
の

職
員
を
７
月
か
ら
大
量
に
募
集
す
る
予

定
で
す
。

順
調
に
整
備
が
進
む

　
「
萩
・
健
康
維
新
の
里
」

椿門田地区の建設現場

　
４
月
に
待
望
の
萩
国
際
大
学
が
開
学
し
ま
し
た
。
萩
国
際
大
学
は
山
口
県

か
ら
京
都
府
に
至
る
日
本
海
沿
岸
で
初
め
て
の
私
立
４
年
制
大
学
で
す
。

　
文
教
の
ま
ち
・
萩
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
、

発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
歴
史
の
町
か
ら
未
来
へ
発
信  

萩
国
際
大
学
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
あ
る
よ
う
に
、
未
来
に
向
け
て
大
き
く
歩
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。



（７）

「
俥く
る
ま
や
ど宿

」
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
い
か
が
？

　

人
力
車
の
営
業
所
と
い
う
意
味
の

「
俥
宿
」
は
、
萩
焼
を
中
心
に
お
香
や

手
作
り
の
雑
貨
な
ど
を
集
め
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
、
女
性
観
光
客
に
大

変
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
紅
茶
と
手
作
り
の
ス
コ
ー

ン
を
楽
し
め
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
始

め
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
ゆ
っ
く

り
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　
こ
の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
は
、
大
正
か
ら

昭
和
の
中
頃
に
か
け
て
、
和
田
産
婦
人

科
の
診
察
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
洋

館
の
一
部
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
な
器
や
家
具
に
囲
ま
れ
た
一

室
で
、
忙
し
い
日
常
を
ち
ょ
っ
と
忘
れ

く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
も
紅
茶
好
き
と
い
う
奥
さ
ん

は
、「
お
店
を
始
め
た
時
か
ら
、
お
客

様
に
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き

た
く
て
、
お
茶
と
お
菓
子
を
お
出
し
す

る
の
が
夢
で
し
た
。
観
光
客
の
方
や
市

民
の
方
に
も
気
軽
に
寄
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
も
、
帰
省
の
際
に
は
ぜ
ひ
、

こ
の
「
俥
宿
」
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？落ち着いた雰囲気の店内

　
　
　
俥
宿
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

☎
０
８
３
８・２
６・６
４
７
４

●
萩
市
南
古
萩
町
33
ー
５

　
　
　
（
石
井
茶
碗
美
術
館
裏
）

●
営
業
時
間　
９
時
〜
18
時

●
無
休

人力車をひくご主人と（12 Ｐ参照）

　
私
が
萩
と
い
う
地
域
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
に
入
っ
て

す
ぐ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
と
も
に
、
評
価

は
抜
き
に
し
て
、
故
・
司
馬
遼
太
郎
の

作
品
群
を
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　
学
芸
職
員
募
集
の
要
項
を
目
に
し
た

と
き
、
松
陰
門
下
の
高
杉
晋
作
、
久
坂

玄
瑞
、
吉
田
稔
麿
な
ど
の
こ
と
が
思
い

浮
か
び
、
も
し
萩
の
博
物
館
に
行
け
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て
こ
れ

以
上
の
職
業
は
な
い
だ
ろ
う
と
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
彼
ら
志
士
た

ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、
し
か
も

史
料
が
豊
富
に
現
存
す
る
環
境
で
研
究

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
維
新
と

い
う
激
動
の
時
代
を
追
究
す
る
の
に
ま

さ
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

◯紅茶（ポット）４００円
◯スコーン（２個）３５０円
◯紅茶とスコーン（１個）の
セット　６００円
◯煎茶と萩の和菓子のセット
　４００円

４月から、
　　萩市郷土博物館学芸職員に

道
ど う さ こ

迫 真
し ん ご

吾 さ ん
　萩市では、全国公募により郷土博物館学芸職
員を広く募集し、明治維新史を専攻している道
迫真吾さんが採用されました。

　

私
の
専
攻
は
明
治
維
新
史
で
す
が
、

対
象
と
す
る
地
域
や
人
物
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
多
様
な
見
方
が

な
さ
れ
て
い
る
研
究
分
野
で
す
。

　
大
学
が
所
在
し
た
関
係
で
、
研
究
の

対
象
地
域
は
自
然
と
そ
の
近
隣
に
あ
っ

た
佐
倉
藩
（
現
千
葉
県
佐
倉
市
）
を
選

び
ま
し
た
。
同
藩
は
開
国
に
労
の
あ
っ

た
老
中
堀
田
正ま
さ
よ
し睦を
藩
主
と
し
、
安
政

年
間
の
幕
政
を
リ
ー
ド
し
た
の
で
す

が
、
譜
代
藩
と
い
う
立
場
か
ら
結
局
は

維
新
の
敗
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
そ
の
勝
者
の
方
に
視
点
を

変
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
ご
存

知
の
通
り
長
州
藩
に
は
俗
論
党
と
い
う

存
在
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
学
者
は
こ

れ
を
「
勝
者
の
な
か
の
敗
者
」
と
呼
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う

な
従
来
光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
部
面
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

道迫真吾さん

　

昨
年
、
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年

を
迎
え
た
韓
国
の
蔚
山
広
域
市
か

ら
安
鍾
和
（
ア
ン　
ジ
ョ
ン

　

フ
ァ
）
さ
ん
が
、
研
修
生
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
萩
市
企
画

課
で
半
年
間
、
国
際
交
流
な
ど
に

つ
い
て
研
修
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
は
鎌
倉
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
萩
市
民
号
」
と
し
て
、
萩

市
民
が
鎌
倉
市
を
訪
問
し
、
交
流

を
深
め
る
予
定
で
す
。

韓
国
・
蔚
山
広
域
市
か

ら
研
修
生

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

萩
に
来
た
理
由

専
攻
は
明
治
維
新
史

　
論
文
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
く

こ
と
で
す
。
学
生
時
代
に
は
、
音
楽
で

自
己
表
現
を
・
・
・
な
ど
と
淡
い
夢
を

抱
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
学
問
の

こ
れ
か
ら
の
目
標

世
界
に
首
を
突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
以

上
、
論
文
で
自
分
の
意
見
・
考
え
を
主

張
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
２
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。

１
９
９
９
年
、
明
治
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
修
了（
修
士
）。趣
味
は
ギ
タ
ー
。

市
役
所
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
。安鍾和さん

気
に
な
る
お
店
紹
介



（８）

「
緋
が
走
る
」
放
映
中
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合　
水
曜
ド
ラ
マ
の
花
束
「
陶
芸
青
春
記　
緋
が
走
る
」

　
　
　
　
４
月
７
日
（
水
）
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）

ド
ラ
マ
で
使
用
さ
れ
た
萩
焼
、
城
山
窯
で
展
示
中

　
　
　
　

作
者
の
金
子
信
彦
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

　
今
回
こ
の
撮
影
に
作
陶
の
面
か
ら
協

力
さ
れ
た
城
山
窯
の
萩
焼
作
家
金
子
信

彦
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
「
緋
が
走
る
」
全
６
話
の
シ
リ
ー

ズ
で
使
用
さ
れ
る
萩
焼
は
、
全
て
私
の

作
品
で
、
協
力
の
依
頼
を
う
け
て
３
か

月
間
に
約
２
０
０
個
の
作
品
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
萩
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
緋
が
走
る
〜
陶
芸
青
春

記
〜
」
が
４
月
７
日
よ
り
全
国
で
放
映

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
放
映
に
あ
わ
せ
て
城
山
窯
で

は
、
実
際
に
撮
影
で
使
わ
れ
た
器
を
店

内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
作
品
は
ド
ラ
マ
の
放
映
終
了
後
も

し
ば
ら
く
は
展
示
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
、
ド
ラ
マ
の
感
動
を
萩
で
再
び
味
わ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
５
日
間
行
わ

れ
る
萩
焼
ま
つ
り
の
会
場
で
も
、
田
中

　
現
在
、
城
山
窯
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展

示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
第
１
話
「
陶

芸
志
願
」
で
美
咲
（
田
中
美
里
）
の
父

の
形
見
と
し
て
使
用
さ
れ
た
緋
色
の
模

様
の
つ
い
た
器
や
、
第
２
話
「
陶
芸
荒

磯
対
決
」で
美
咲
と
木
崎（
小
西
博
之
）

が
湯
呑
み
の
対
決
を
行
っ
た
際
に
使
用

さ
れ
た
も
の
な
ど
数
点
で
す
。

　
　
第
２
話
の
「
陶
芸
荒
磯
対
決
」
で

使
用
さ
れ
た
２
つ
の
湯
呑
み
は
、
対
決

と
い
う
こ
と
で
２
人
の
作
品
の
特
性

が
、
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
と

き
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
対
照
的

な
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
回
に
は
、
湯
呑
み
の
外
側
が
ご

つ
ご
つ
し
た
対
決
相
手
の
木
崎
の
作
品

と
、
内
側
に
日
本
海
の
荒
波
を
思
わ
せ

る
渦
状
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る

美
咲
の
作
品
が
登
場
し
ま
す
。こ
れ
は
、

男
性
的
な
表
面
の
力
強
さ
に
対
し
て
、

女
性
の
持
つ
内
面
的
な
力
強
さ
を
象
徴

し
た
作
品
で
す
。

荒磯の湯呑み（第２話で使用）を手に
する金子信彦氏

　
　
第
３
話
「
野
焼
き
・
花
勝
負
」
で

は
、
実
際
に
野
焼
き
の
花
器
を
作
る
な

ど
、
萩
焼
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
ド
ラ
マ
の

中
に
現
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
は
ど
れ
も
テ
レ
ビ
の
画
面
に
映

し
出
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
大
胆
な

デ
ザ
イ
ン
を
施
し
て
お
り
、
萩
焼
の
雰

囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
仕
上
げ
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
萩
焼
の
常

識
を
裏
返
し
て
作
る
よ
う
な
作
品
も
多

く
、
初
め
て
の
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
「
こ
の
ド
ラ
マ
は
萩
焼
の
良
さ
を

全
国
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
う
え

で
、
と
て
も
い
い
番
組
に
な
り
ま
す
。」

第
２
話
「
陶
芸
荒
磯
対
決
」
で
美
咲

と
対
決
し
た
木
崎
の
湯
呑
み

第
２
話
「
陶
芸
荒
磯
対
決
」
で
美

咲
の
作
っ
た
湯
呑
み

金
子
信
彦
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
萩
市
観
光
協
会
と
萩
郵
趣
会
は

観
光
客
向
け
の
絵
入
り
は
が
き

「
城
下
町　

萩　

風
物
詩
水
彩
画

集
」
を
作
り
、
市
内
の
各
郵
便
局

と
萩
市
役
所
観
光
課
で
発
売
し
て

い
ま
す
。

　

萩
の
代
表
的
な
観
光
名
所
を

描
い
た
10
枚
入
り
の
官
製
は
が
き

セ
ッ
ト
で
、
一
セ
ッ
ト
７
０
０
円
。

絵
柄
は
、
見
島
の
鬼
よ
う
ず
、
笠

山
椿
群
生
林
、
萩
城
跡
の
桜
、
城

下
町
の
土
塀
と
夏
ミ
カ
ン
、
沖
原

六
本
松
の
風
景
な
ど
。

　
原
画
の
作
者
は
、
阿
東
町
生
雲

の
画
家
、
寺
田
晴
美
さ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）、

萩

郵

便

局

郵

便

課

（
０
８
３
８・２
２・０
６
８
０
）

美
里
が
実
際
に
作
っ
た
萩
焼
や
小
道

具
、
台
本
な
ど
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

城
山
窯
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

☎
０
８
３
８・２
５・１
６
６
６

●
萩
市
堀
内
萩
城
趾

●
営
業
時
間　
８
時
〜
17
時

●
無
休

絵
入
り
は
が
き

「
城
下
町
・
萩

風
物
詩
水
彩
画
集
」

発
売
中
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新幹線厚狭駅開業

　
３
月
13
日
、
新
幹

線
に
新
た
な
駅
「
厚

狭
駅
」
が
県
内
５
番

目
の
駅
と
し
て
開
業

し
ま
し
た
。
新
下
関

駅
と
小
郡
駅
と
の
間

に
出
来
た
駅
と
い
う

こ
と
で
、
九
州
方
面

か
ら
萩
に
入
る
交
通

機
関
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
幹
線
厚

狭
駅
の
開
業
に
伴
い
、
快
速
列
車
「
北

長
門
号
」
が
厚
狭
駅
と
東
萩
駅
の
間

を
運
行
し
て
い
ま
す
。「
北
長
門
号
」

は
２
両
編
成
で
、
１
日
２
往
復
し
ま

す
。
途
中
、
美
祢
駅
、
長
門
湯
本
駅
、

長
門
市
駅
の
み
に
停
車
す
る
快
速
列

車
で
す
。
５
月
５
日
ま
で
の
運
行
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
が
多
け

れ
ば
期
間
も
延
長
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

快速列車「北長門号」運行中

快速列車「北長門号」（東萩駅）

　
萩
市
椿
東
越
ヶ
浜
の
萩
ガ
ラ
ス
工
房

（
藤
田
洪
太
郎
社
長
）
は
、
気
圧
の
変

化
か
ら
天
気
を
予
測
す
る
「
お
天
気
博

士
あ
た
る
ゾ
ー
君
」を
発
売
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
が
募
集
し
た
「
や
ま
ぐ

ち
未
来
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」
で
奨
励
賞
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
量
に
生

産
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
値
段
は
や

や
高
め
で
す
が
、
８
０
０
０
円
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
た
る
ゾ
ー
君
」
は
、
イ
タ

リ
ア
の
物
理
学
者
ト
リ
チ
ェ
リ
ー

（
１
６
０
８
〜
１
６
４
７
）
の
気
圧
計

の
原
理
を
応
用
し
た
も
の
で
、
密
封
し

萩
ガ
ラ
ス
工
房
が

新
製
品
「
お
天
気
博
士
あ
た
る
ゾ
ー
君
」
を
発
売

た
本
体
か
ら
象
の
鼻
の
よ
う

な
細
い
ノ
ズ
ル
が
出
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
「
あ

た
る
ゾ
ー
君
」
の
名
前
も
こ

こ
か
ら
付
い
た
よ
う
で
す
。

　

使
い
方
は
ノ
ズ
ル
の
先
か

ら
着
色
し
た
水
を
入
れ
、
水

面
の
上
下
で
気
圧
が
わ
か
る

と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
が
、
ユ
ニ
ー

ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
室
内
の
イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
藤
田
社
長
は
「
販
売
に
至
る
ま
で
に

各
種
の
デ
ザ
イ
ン
を
実
際
に
試
作
し
、

特
に
苦
労
し
た
点
は
本
体
と
象
の
鼻
の

部
分
と
の
付
け
根
の
と
こ
ろ
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
量
産
で
き

な
い
た
め
大
量
に
提
供
で
き
な
い
が
、

夢
の
あ
る
室
内
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
お
答
え
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「お天気博士あたるゾー君」
萩ガラス工房（0838・
26・2555）

　
１
８
５
４
年
の
ペ
リ
ー
の
下
田
来
航

に
よ
り
日
本
が
近
代
世
界
に
門
戸
を
開

き
、
翌
年
「
日
米
和
親
条
約
」
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
昭
和

９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
黒
船
ま
つ

り
は
、
今
年
第
60
回
目
を
迎
え
ま
す
。

と　
き　
５
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

と
こ
ろ　
静
岡
県
下
田
市
内
各
所

内　

容　

花
火
（
14
日
）、
記
念
式
典

（
15
日
）、
パ
レ
ー
ド
（
15
日
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

下
田
市
観
光
産
業
課

（
０
５
５
８・
２
２・
２
２
１
１
内
線

２
３
３
）
へ

黒
船
ま
つ
り

萩
市
の
姉
妹
都
市

静
岡
県
下
田
市
で
開
催

第
60
回

同窓会だより

■
大
阪
指
月
会
は
、
大
阪
府
高
石
市
に

あ
る
羽
衣
荘
の
故
伊
藤
五
郎
社
長
が
、

旧
萩
中
第
19
回
の
ご
出
身
で
し
た
の
で

昭
和
21
年
萩
中
同
窓
会
と
し
て
始
ま
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

■
当
初
は
春
と
秋
の
年
２
回
の
開
催
、

今
年
が
第
54
回
の
総
会
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
初
参
加
し
た
昭
和
30
年
代
は
、

旧
萩
中
卒
が
中
心
で
旧
萩
高
女
や
萩
高

の
卒
業
生
は
お
客
様
扱
い
で
し
た
。

■
開
催
日
は
、
４
月
29
日
天
皇
誕
生
日

が
み
ど
り
の
日
に
な
り
、
平
成
８
年
羽

衣
荘
が
廃
業
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成

９
年
よ
り
大
阪
駅
の
近
く
の
大
阪
弥
生

会
館
で
、
開
催
日
も
４
月
後
半
の
日
曜

日
と
し
ま
し
た
。

■
歴
代
会
長
は
杉
道
助
氏（
中
３
回
卒
）

を
名
誉
会
長
と
し
て
、
安
田
（
河
口
）

百
合
長
氏
（
中
11
回
卒
）、
竹
下
五
郎

氏
（
中
23
回
卒
）、
市
川
恒
雄
氏
（
中

20
回
卒
）、石
井
直
太
氏
（
中
19
回
卒
）、

杉
丙
三
氏
（
中
24
回
卒
）、
木
本
静
磨

氏
（
中
33
回
卒
）、
市
川
進
氏
（
中
42

回
卒
）
で
現
在
は
第
９
代
伊
藤
豊
章
会

長
（
高
３
回
卒
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
会
員
数
は
、
平
成
７
年
阪
神
淡
路
大

震
災
時
の
調
査
で
約
１
５
０
０
名
、
現

在
は
も
っ
と
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

■
会
の
運
営
は
、
総
会
出
席
者
の
会
費

と
寄
付
で
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
往

復
は
が
き
の
案
内
状
を
７
０
０
枚
印

刷
し
て
、
各
期
の
幹
事
が
同
期
者
に
15

〜
20
枚
出
し
て
い
ま
す
が
、
返
信
は
約

４
０
０
枚
位
。
出
席
者
は
昨
年
１
０
４

名
、
今
年
は
92
名
で
し
た
。　
中
山　

光
夫

大阪指月会

大
阪
指
月
会
総
会  

　
平
成
11
年
度
の
大
阪
指
月
会
総
会
が

４
月
25
日
（
日
）
正
午
か
ら
大
阪
弥
生

会
館
に
お
い
て
、
同
窓
生
、
来
賓
あ
わ

せ
て
92
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、名
古
屋
、東
京
、

萩
な
ど
か
ら
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
御

出
席
に
な
り
、
伊
藤
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
山
縣
同
窓
会
長
、
川
本
萩
高
校
長

の
挨
拶
に
続
き
、
野
村
萩
市
長
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
、
市
川

前
大
阪
指
月
会
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に

よ
り
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
の
あ
ち
こ
ち
で
学
生
時
代

の
想
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
会
場
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み
の
記
念
品
交

換
抽
選
会
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
萩

中
・
萩
高
女
・
萩
高
の
校
歌
を
出
席
者

が
合
唱
し
、
会
は
午
後
３
時
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
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今
春
、
山
口
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
長
沼
紀
子
さ
ん
（
下
関
市

出
身
）
が
、
山
口
県
を
代
表
す
る
特
産
品
で
あ
る
萩
焼
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、「
山
口
新
発
見
・
萩
焼
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
萩
焼
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
長
沼

さ
ん
の
卒
業
論
文
と
し
て
萩
焼

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
約
１
３
０
の

窯
元
を
聞
き
取
り
調
査
し
た
成

果
の
集
大
成
で
す
。

　

萩
焼
作
家
の
活
動
を
中
心
に
、

窯
元
の
営
業
時
間
や
見
学
・
作
陶

体
験
の
可
否
、
作
品
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
指
導
し
た
吉
村
弘
教
授
は
「
萩

焼
の
包
括
的
な
紹
介
は
他
に
見

Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ！　ツバキ

当
た
ら
ず
、
資
料
的
な
価
値
も

高
い
。」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
東
京
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
会
社
に
就
職
し
山
口
を
離

れ
た
長
沼
さ
ん
は
、「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
萩
焼
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
山
口
県
の
特
産

品
「
萩
焼
」
の
魅
力
に
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
更
新
は
、
ゼ
ミ
の
後
輩

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
萩
焼
の
情
報
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
新
し
い
萩
焼
を
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　◆ホームページアドレス◆
http://sty.sv.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~x229ca/hagiyaki/frame.html

ホームページの画面

　３月 23 日から 25 日まで、宮崎市で開催された
「国際ツバキ会議宮崎大会」に参加した外国人会員
の内 58 名が、３月 29 日笠山椿群生林を訪れまし
た。
　この大会は、「全国椿サミット宮崎大会」と同
時に開催され、海外から 150 名、日本から 450
名のツバキの専門家や愛好家が参加しました。
　大会終了後、４グループに別れて国内のツバ
キの名所を見学したもので、市の観光ボランティ
アガイド通訳と椿みどころ案内人のガイドで、
笠山のヤブツバキを楽しみました。
　西欧では、ツバキは 17 世紀に伝来してから
数多くの品種が作られ「冬花の女王」として親
しまれています。
　一行は約 10ha ある群生林の広さと自然のま
ま守られているツバキの姿に驚いた様子で、ツ
バキは日本と中国が原産であることもあってか、

「ツバキのふるさとを訪ねて良かった」という感
想も聞かれました。

江
戸
期
の
萩
城
下
町
を

　
　
　
　
　
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
趣
味
で
模
型
づ
く
り
を
し
て
い
る
伊
東
進
さ
ん
（
萩
市
上
野
在
住
・
87
歳
）

が
、
江
戸
時
代
初
期
の
萩
の
城
下
町
模
型
を
作
り
、
萩
市
民
館
ロ
ビ
ー

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
模
型
は
、萩
城
完
成
44
年
後
の
１
６
５
２（
慶
安
五
）年
に
描
か
れ
た「
萩

城
下
絵
図
」
を
も
と
に
し
て
６
年
が
か

り
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
さ
は
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
絵
図

と
ほ
ぼ
同
じ
、縦
75
㎝
、横 

１
３
０
㎝
、

高
さ
約
10
㎝
で
、
道
幅
、
屋
敷
の
敷
地

の
広
さ
、
川
幅
な
ど
は
絵
図
の
寸
法
ど

お
り
に
再
現
し
ま
し
た
。

　
伊
東
さ
ん
は「
屋
敷
や
建
物
な
ど
は
、

明
治
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
現
存

す
る
武
家
屋
敷
の
高
さ
を
参
考
に
し
ま

し
た
。
材
料
の
木
や
紙
、
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
な
ど
に
色
を
つ
け
て
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

一
軒
一
軒
丁
寧
に
、
気
ま
ま
に
６
年
か

け
て
組
み
立
て
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
「
萩
城
下
町
が
形
成
さ
れ
始
め
た
原

型
の
姿
を
、
多
く
の
人
に
わ
か
り
や
す

く
見
せ
た
い
」
と
語
る
伊
東
さ
ん
の
言

葉
の
と
お
り
こ
の
模
型
に
よ
っ
て
、
江

戸
初
期
の
萩
は
、
外
堀
か
ら
外
の
川
内

地
区
は
田
ん
ぼ
が
多
い
な
ど
城
下
町
の

当
時
の
様
子
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

　
伊
東
さ
ん
は
若
い
時
か
ら
模
型
製
作

一
筋
で
、
京
都
市
の
模
型
会
社
で
指
導

役
を
し
た
ほ
ど
の
腕
前
で
、
郷
土
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
萩
焼
登
り
窯

や
萩
城
と
い
っ
た
約
10
点
の
模
型
や
、

同
館
所
蔵
の
幕
末
期
イ
ギ
リ
ス
製
蒸
気

機
関
車
模
型
の
修
理
な
ど
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
に
差
し
上
げ
て
、
喜
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
楽
し
み
で
作
っ
て
い

ま
す
」
と
も
語
る
伊
東
さ
ん
は
、
現
在

の
萩
の
町
並
み
の
模
型
を
製
作
中
で

「『
萩
城
下
町
今
昔
』
を
一
体
の
模
型
で

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
希

望
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

伊東さんとロビーに設置された模型

笠山の椿群生林

フランス、ドイツ、イギリスなど 10 か国
１地域の 58 名が笠山のツバキに感激！
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　新酒の鑑評会は、山口県、中国地方、全国の３種類
で行われています。今年も以下のとおり優秀な成績を
収めました。
山口県の鑑評会の優等賞受賞銘柄
◆吟醸酒の部（日本酒の芸術品とまで言われる高級酒）
・三浦酒造（旭村）＝「銀嶺」
・岡崎酒造（川上村）＝「長門峡」
◆純米酒の部（米と麹と水だけで造ったピュアなお酒）
・岩崎酒造（東田町）＝「長陽福娘」
・岡崎酒造（川上村）＝「長門峡」
◆一般酒の部（以前の一級酒と二級酒にあたる酒）
・中村酒造（新川西区）＝「宝船」
・岩崎酒造（東田町）＝「長陽福娘」
・岡崎酒造（川上村）＝「長門峡」
・八千代酒造（むつみ村）＝「八千代」
※一般酒の部の「長陽福娘」は県内で最も優れている
という知事賞を受賞しました。

おいしい「新酒」が
　　　できました！
　新酒鑑評会の山口県と中国地方の受賞者が
発表されました。中国地方でも有数の酒所と
して有名で、毎回好成績を収める阿武・萩地
区の酒造業者ですが、今回もおいしい「新酒」
としての評価を得ました。

長ち
ょ
う
よ
う
ふ
く
む
す
め

陽
福
娘

銀ぎ
ん
れ
い嶺

中国地方の鑑評会（吟醸酒のみ）の優等賞受賞銘柄
・岩崎酒造（東田町）＝「長陽福娘」
・岡崎酒造（川上村）＝「長門峡」
　また、全国区の鑑評会は５月に行われます。なお昨
年は、三浦酒造（旭村）の「銀嶺」が金賞を受賞して
いる実績もあり、阿武・萩地区の新酒は好成績が期待
されます。

高速船  「おにようず」満１歳！
　昨年４月に、老朽化した定期船「はぎ」に代わって新
造された高速船「おにようず」が萩・見島間に就航して
から一周年を迎えました。
　船の高速化による、約 40 分の時間短縮と増便、そし
て話題性と地元のバックアップもあって、前年より３万
人増の約８万人の利用者がありました。
　皆さんも帰省の際には、見島に足をのばしてみてはい
かがでしょうか。

イベントプレイバック

　２月 20 日（土）から３月
22 日（休）まで、笠山椿群
生林で、萩・花ごよみ’99  「萩・
椿まつり」が開催されまし
た。毎週土、日、休日には椿
みどころ案内人や郷土芸能、
抹茶席が観光客を出迎えま
した。

萩・椿まつり

　３月 14 日（日）、ＪＲ東
萩駅前で「しろ魚まつり」
が行われました。会場を訪
れた多くの人が、萩の早春
の味として有名なしろ魚に
舌鼓を打っていました。

しろ魚まつり

　３月 20 日（土）萩市堀内
の千春楽味楽亭で「萩の酒ま
つり」が行われました。参加
者は、萩の新酒や北浦の海の
幸、夏みかん菓子を味わって
いました。

萩の酒まつり

「おにようず」就航１周年のセレモニー

■
阿
武
・
萩
の
酒
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
萩
酒
造
組
合

（
０
８
３
８・２
２・０
３
６
４
）

へ



書
籍
紹
介

　

絵
本
の
中
に
自
分
の
子
や
友
だ
ち
、

そ
の
家
族
た
ち
が
登
場
し
活
躍
す
る
。

そ
ん
な
夢
の
あ
る
、
世
界
で
た
っ
た
一

冊
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
（
ウ
イ
ッ
シ
ン

グ
・
ブ
ッ
ク
・
夢
が
か
な
う
本
）
を
贈

る
習
慣
が
日
本
で
も
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け
た
の
は
神
奈
川

県
鎌
倉
市
に
本
拠
を
置
く
絵
本
製
作
会

社
シ
ッ
ス
ル
ハ
ウ
ス
で
す
が
、
萩
市
在

住
の
三
戸
さ
ん
は
、「
山
口
県
の
子
ど

も
た
ち
の
間
に
も
っ
と
普
及
さ
せ
た

い
」
と
、同
社
と
代
理
店
契
約
を
結
び
、

事
業
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。

　
三
戸
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
東
京
で
健

康
食
品
を
売
る
店
を
経
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
98
年
２
月
病
気
治
療
の
た
め
萩

に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　
「
地
元
と
密
着
で
き
て
、
自
分
も
楽

し
め
る
こ
と
を
始
め
た
か
っ
た
」
と
今

年
の
１
月
か
ら
自
宅
の
一
室
を
事
務
所

に
し
、
山
口
県
内
で
は
初
め
て
こ
の
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

絵
本
の
種
類　

赤
ち
ゃ
ん
、
誕
生
日
、

恐
竜
、
妖
精
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
リ
ス

マ
ス
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
、
ゆ
き
だ

る
ま　
な
ど
９
種
類

価　

格　

３
１
５
０
円
と
３
６
７
５

円
、
注
文
か
ら
完
成
ま
で
１
週
間

見
本
展
示
と
注
文
受
付　
（
萩
）
明
屋

書
店
、（
長
門
）フ
ジ
長
門
店
内
い
ず
美
、

（
山
口
）
ち
ま
き
や
３
階
子
供
服
売
場
、

（
山
口
）
大
進　

問
い
合
わ
せ　

リ
バ
テ
ィ　

０
８
３
８・２
６・６
７
７
８
（
三
戸
）

世
界
で
た
っ
た
一
冊
の
、
自
分
だ
け
の
本
ー
ウ
イ
ッ
シ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

三
戸
文
夫
さ
ん
（
土
原
・
萩
高
27
期
卒
）

■
歴
史
読
本
の
臨
時
増
刊
「
高
杉
晋

作
の
29
年
」　

一
坂
太
郎
著　

新
人

物
往
来
社

　
晋
作
の
生
涯
を
萩
城
下
・
奇
兵
隊
・

下
関
挙
兵
・
死
闘
四
境
戦
争
の
四
編

に
分
け
て
書
き
、
カ
ラ
ー
写
真
も
多

数
紹
介
。「
英
雄
豪
傑
伝
で
は
な
く
、

栄
光
の
歴
史
の
陰
に
あ
る
悲
し
み
や

苦
し
み
も
伝
え
た
い
。
晋
作
の
入
門

書
と
し
て
利
用
し
て
ほ
し
い
」

価　
格　
１
５
０
０
円
（
税
込
み
）

中な
か
は
ら原
省し
ょ
う
ご吾

さ
ん

　

今
回
は
、
城
下
町
を
人
力
車
で
案
内
さ
れ
て
い
る
中
原

さ
ん
に
、
萩
で
人
力
車
を
ひ
き
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
４

年
ぶ
り
に
製
作
し
た
人
力
車
、
こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

は
松
下
村
塾
を
メ
イ
ン
に
、
午
後
は
浜

崎
お
た
か
ら
博
物
館
が
行
わ
れ
て
い
る

浜
崎
に
場
所
を
変
え
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

●
４
年
ぶ
り
に
製
造
し
た
、
人
力
車
の
費

用
や
製
造
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

　
広
島
県
宮
島
で
人
力
車
を
引
き
た
い

と
い
う
若
者
の
依
頼
で
作
り
ま
し
た
。

費
用
は
約
１
３
０
万
円
で
２
か
月
半
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。

●
人
力
車
博
物
館
を
作
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
。

　
全
国
で
も
人
力
車
の
こ
と
が
わ
か
る

拠
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
見
せ
る
の

が
目
的
と
い
う
の
で
は
な
く
、
情
報
収

集
や
資
料
収
集
の
た
め
に
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
力
車
を
知
っ
て
い

る
人
の
話
や
衣
装
、
備
品
な
ど
を
集
め

て
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
作
り
た
い
で

す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
人
力
車
に
関

夢 追 人 夢 追 人 

は
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
集
ま
り
の
中
で
、

昔
の
か
っ
こ
う
で
外
へ
出
か
け
て
み
よ

う
、
萩
を
舞
台
に
仮
装
し
て
み
よ
う
と

い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
萩
と
い

え
ば
「
江
戸
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
何
か
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
属

し
て
な
い
と
参
加
で
き
な
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
フ
リ
ー
で
入
れ
る
よ
う
な

形
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
吉
田
松
陰
先
生
没

後
１
４
０
年
に
当
た
る
の
で
、
午
前
中

●
千
葉
県
出
身
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

萩
で
人
力
車
を
ひ
こ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　
こ
れ
は
、
本
当
に
思
い
つ
き
な
ん
で

す
（
笑
）。
そ
れ
ま
で
、
人
力
車
を
引

い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
し
。

　
た
だ
、
千
葉
か
ら
萩
へ
は
、
人
力
車

を
ひ
い
て
来
ま
し
た
。

●
「
江
戸
に
遊
ぶ
」
な
ど
の
町
お
こ
し
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

　
今
回
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
事

務
局
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

す
る
情
報
、
物
な
ど
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

　
夢
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
が
、
ま

ず
、
人
力
車
を
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で

使
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
で
き
れ

ば
、
24
時
間
緊
急
で
も
動
け
る
よ
う
な

形
で
、
観
光
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
中

で
有
効
に
使
い
た
い
で
す
。

　
人
力
車
に
よ
る
全
国
出
張
も
ど
ん
ど

ん
し
て
み
た
い
で
す
。

 　

ま
た
、
全
国
で
人
力
車
が
あ
る
所

は
45
か
所
ほ
ど
で
す
が
、
情
報
誌
を

作
っ
て
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
と
、「
俥
宿
」
と
い
う
店
を
３
年

や
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
や
和
紙
の
展
示
会
な
ど
を
開
催
し
、

新
し
い
形
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
１
９
５
９
年
、
千
葉
県
市
川
市
生
ま

れ
。
83
年
に
来
萩
し
、
人
力
車
を
ひ
き

始
め
る
。
人
力
車
は
２
人
乗
り
で
30
分

５
０
０
０
円
、
１
時
間
９
０
０
０
円
で

城
下
町
を
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

萩
市
南
古
萩
町
在
住
。（
連
絡
先

０
８
３
８・２
６・６
４
７
４
）
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中
原
さ
ん
と
人
力
車
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山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り   

　
切
り
絵
画
家
・
上
田
豊
治
さ
ん
は
、

３
歳
の
時
『
自
閉
症
』
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
言
葉
少
な
く
、
多
動
で
、

固
執
性
が
強
く
、
対
人
関
係
が
持
て

な
い
豊
治
さ
ん
を
大
き
く
包
み
込
ん

だ
家
族
や
教
師
た
ち
の
強
い
絆
は
、

豊
治
さ
ん
の
切
り
絵
の
才
能
を
見
事

「
こ
ん
に
ち
は
、
上
田
豊
治
で
す
。
」

自
閉
症
の
わ
が
子
は
切
り
絵
画
家

上
田
幸
子
さ
ん
（
中
小
畑
）

☆
中
国
陶
磁
の
至
宝
ー
英
国
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

６
月
13
日
（
日
）
ま
で

☆
神
品
と
よ
ば
れ
た
や
き
も
の
｜
宋
磁
展

６
月
20
日
（
日
）
〜
８
月
15
日
（
日
） 

萩　芸術・文芸の広場

５
〜
８
月
の
企
画
展

萩
市
平
安
古
５
８
６
ー
１

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
） 

〇
入
場
料　
一
般
１
１
０
０
円
、
学
生

９
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

※
前
売
り
、
20
人
以
上
の
団
体
は
各

２
０
０
円
引
き
。　

〇
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

〇
休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）
※
５
月
の
連
休
中
は
無
休

　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

中
国
陶
磁
の
収
集
家
、
研
究
家
と
し
て

多
大
な
功
績
を
残
し
た
英
国
の
サ
ー
・

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
半

生
を
か
け
て
収
集
し
た
世
界
屈
指
の
中

国
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。今
回
は
、

北
京
、
台
北
の
故
宮
以
外
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
名
品
１
４
０
０
点
の
中

か
ら
、北
宋
時
代
の
汝
窯
（
じ
ょ
よ
う
）

青
磁
、
明
時
代
の
景
徳
鎮
官
窯
で
焼
か

れ
た
色
絵
や
青
花
な
ど
各
時
代
を
代
表

す
る
中
国
陶
磁
の
至
宝
80
点
を
紹
介
し

ま
す
。

　
古
代
か
ら
中
国
は
世
界
屈
指
の
陶
磁

器
生
産
地
と
し
て
芸
術
性
の
高
い
名
品

を
数
多
く
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
宋
代
の
陶
磁
器
は
、
高
度
な
技
術

と
洗
練
さ
れ
た
造
形
美
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
宮
廷
で
用
い
ら
れ
た

北
宋
の
汝
窯
（
じ
ょ
よ
う
）
や
南
宋
の

4 月発行の情報誌・萩

定価　1800 円、
発行　樹心社

坪井明日香と三輪龍作トークショー
　女流陶芸家の坪井明日香さんと萩市を代表する現代陶芸
家・三輪龍作さんの対談が行われます。なお、ＮＨＫドラ
マ「緋が走る」の原作者ジョー指月さんも出席されます。
■坪井明日香プロフィール　現在「女流陶芸展」主宰、手
塚山女子短大教授、国際陶芸アカデミー会員
と　き　５月 29 日（土）午後５時〜６時 30 分
ところ　千春楽　味楽亭（菊ヶ浜）
問い合わせ　萩陶芸家協会　0838・25・0349（小田）

170 年の時を経ていま甦る　日本最古のピアノ
シーボルトのピアノ（熊谷美術館）

　「日蘭交流 400 年」のプレイベントとして、「シーボルトのピ
アノ」を使用したコンサートと、オランダから歴史的ピアノ修
復専門家を招き、オランダとの交流の歴史と文化を知るパネル
ディスカッションを開催します。
と　き　５月 15 日（土）午後７時、16 日（日）午後２時と７
時
ところ　国指定重要文化財・熊谷家住宅（今魚店町 47）
問い合わせ　（財）熊谷美術館　0838・25・5535

に
開
花
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
共

に
生
き
、
共
に
歩
み
、
共
に
学
ん
だ
、

母
と
子
の
30
年
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で

す
。

　

著
者
の
上
田
さ
ん
は
、「
お
母
さ
ん

か
ら
４
月
28
日
の
息
子
の
誕
生
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
30
年
の
親
子
の
歩

み
を
書
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸

術
祭
の
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
塾
で
離
島
・

映
画
「
見
島
の
人
々
」
完
成
間
近　

  　
　
　
　
　
　

雑
誌
ス
タ
ジ
オ
ボ
イ
ス
に
掲
載  

見
島
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
見
島
の

人
々
（
仮
題
）」（
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
作

品
）
の
撮
影・制
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
編
集
・
仕
上
げ
作
業
が
進
行
中

で
す
。

　
雑
誌「
ス
タ
ジ
オ
ボ
イ
ス
」の
中
で
、

制
作
し
た
原
一
男
監
督
が
「
人
生
に
Ｎ

Ｇ
は
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
映

画
制
作
の
状
況
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
頃
見
島
で
試
写
の
後
、
８
月
中

旬
の
映
画
祭
で
上
映
予
定
。
秋
に
は
、

全
国
で
も
公
開
予
定
で
す
。

（STUDIO  VOICE  

５
月
号
）

官
窯
青
磁
を
頂
点
に
、
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ

ワ
イ
ト
の
素
地
（
き
じ
）
に
文
様
を
施

し
た
定
窯
（
て
い
よ
う
）
白
磁
、オ
リ
ー

ブ
グ
リ
ー
ン
の
色
調
と
鋭
い
彫
り
の
燿

州
窯
（
よ
う
し
ゅ
う
よ
う
）
の
青
磁
な

ど
、
い
ず
れ
も
端
麗
な
造
形
と
よ
ど
み

の
な
い
釉
色
で
「
神
品
」
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
逸
品
で
す
。

　
本
展
は
国
内
外
に
伝
世
す
る
世
界
陶

磁
史
上
比
類
の
な
い
名
品
約
１
０
０
点

を
展
示
し
、
至
高
の
美
の
世
界
を
紹
介

し
ま
す
。



（14）

■
萩
焼
作
家
の
展
覧
会

◇
ウ
ッ
ド
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
フ
ェ

レ
ン
ス
展

　
萩
焼
作
家
・
濱
中
月
村
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
21

日
（
金
）

と
こ
ろ　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ロ
ー
ン

市◇
中
日
書
法
芸
術
交
流
会
展
（
陶
芸
部
門
）

　
萩
焼
作
家
・
濱
中
月
村
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
10
日
（
月
）
〜
５
月
16

日
（
日
）

と
こ
ろ　
中
国
北
京
市
・
中
国
歴
史
博

物
館

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
19
日
（
土
）　

午
後
３

時
〜

と
こ
ろ　
東
京
都
千
代
田
区
・
千
代
田

平
安
閣

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
陶
芸
の
現
在
ー
土
の
形
態
学

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
13
日
（
木
）
〜
５
月
18

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
・
日
本
橋
高

島
屋

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
海　

外
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

　
ー
中
国
地
区
ー

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部

　
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
の
総

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

５
月
30
日
（
日
）　

午
前
11

時
〜

と
こ
ろ　
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
・
メ

ル
セ
ス
会
修
道
院

■
関
東
か
ら
た
ち
会

　
関
東
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と

◇
高
見
世
清
光
萩
焼
展

　
萩
焼
作
家
・
高
見
世
清
光
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
３
日
（
木
）
〜
６
月
７

日
（
月
）

と
こ
ろ　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
八
坂
陶

苑
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
日
本
陶
芸
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
、
納
富
晋
、
玉

村
登
陽
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
27
日
（
木
）
〜
６
月
８

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
・
東
京
大
丸
百
貨
店

■
森
川
翠す
い
す
い水
墨
画
展

　
萩
市
に
墨
画
を
寄
贈
さ
れ
た
森
川
翠

水
さ
ん
の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
18
日
（
火
）
〜
５
月
23

日
（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
銀
座
・
鳩
居
堂
画
廊
４

Ｆ

◇
十
二
代
坂
高
麗
左
衛
門
茶
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
十
二
代
坂
高
麗
左
衛
門

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
14
日
（
金
）
〜
５
月
20

日
（
木
）

と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区
・
京
王
百
貨

店
新
宿
店
６
Ｆ
京
王
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
小
堀
卓
巌
の
書
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ー
関
東
地
区
ー

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
19
日
（
水
）
〜
５
月
25

日
（
火
）

と
こ
ろ　

名
古
屋
市
・
一
宮
名
鉄
百
貨

店◇
日
本
陶
芸
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
、
納
富
晋
、
玉

村
登
陽
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
27
日
（
火
）
〜
８
月
４

日
（
水
）

と
こ
ろ　
岐
阜
県
多
治
見
市
・
多
治
見

市
民
プ
ラ
ザ

■
シ
ア
タ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
「
リ
ア
王
」

　
４
年
に
一
度
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
始
ま

り
、
日
本
の
静
岡
県
で
第
２
回
目
が
開

催
さ
れ
る
世
界
の
舞
台
芸
術
祭
で
す
。

と　
き　
５
月
28
日
（
金
）
〜
５
月
30

日
（
日
）

と
こ
ろ　
静
岡
市
池
田
・
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
静
岡
芸
術
劇
場

料　
金　
３
０
０
０
円

演　
出　
鈴
木
忠
志

※
舞
台
美
術
を
萩
出
身
の
美
術
家
・
戸

村
孝
子
さ
ん
（
萩
高
14
期
卒
）
が
担
当

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星

放
送
で
放
映
予
定
で
す
。

　

ー
東
海
地
区
ー

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
西
支
部

　
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
西
支
部
の
総

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
５
月
23
日
（
日
）　
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
天
王
寺
区
・
ホ
テ
ル

ア
ウ
ィ
ナ
ー
大
阪

■
関
西
か
ら
た
ち
会

　
関
西
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
12
日
（
土
）　

午
後
６

時
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
・
民

芸
茶
屋
「
豆
狸
（
ま
め
だ
）」

■
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部

　
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と　
き　
６
月
13
日
（
日
）　
正
午
〜

と
こ
ろ　

大
阪
市
南
区
心
斎
橋
・
大
成

閣※
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
場
合
に
は
、
会

費
が
５
０
０
０
円
減
額
に
な
り
ま
す
。

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
’99
現
代
陶
芸
７
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
龍
作
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
７
日
（
金
）
〜
５
月
24

日
（
月
）

と
こ
ろ　
大
阪
府
守
口
市
川
原
町
・
京

阪
百
貨
店
７
Ｆ
京
阪
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
陶
芸
の
現
在
ー
土
の
形
態
学

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
３
日
（
木
）
〜
６
月
８

日
（
火
）

と
こ
ろ　
京
都
市
下
京
区
・
京
都
高
島

屋◇
日
本
陶
芸
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
、
納
富
晋
、
玉

村
登
陽
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
10
日
（
木
）
〜
６
月
15

日
（
火
）

と
こ
ろ　
大
阪
市
・
心
斎
橋
大
丸

■
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部

　
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
10
日
（
土
）　

午
後
６

時
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町
・
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21

©
斉
城　
卓
（
写
真
家
）



　
ー
山
口
県
関
係
ー

　
ー
萩
市
関
係
ー
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■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
守
繁
栄
徹
古
希
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
栄
徹
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
20
日
（
木
）
〜
５
月
25

日
（
火
）

と
こ
ろ　
出
雲
市
今
市
町
・
出
雲
一
畑

百
貨
店

◇
坂
高
麗
左
衛
門
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
24
日
（
木
）
〜
６
月
29

日
（
火
）

と
こ
ろ　
鳥
取
県
米
子
市
・
米
子
高
島

屋
本
館
５
Ｆ
特
設
会
場

◇
内
村
幹
雄
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
内
村
幹
雄
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
29
日
（
火
）
〜
７
月
４

日
（
日
）

と
こ
ろ　
岡
山
市
前
町
・
天
満
屋
の
美

術
画
廊

■
た
ち
ば
な
会
北
九
州
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
北
九
州
支
部
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
26
日
（
土
）

※
時
間
・
場
所
は
未
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
（
０
９
３
ー
８
８
２
ー

３
９
９
２
）
林
方

■
九
州
か
ら
た
ち
会

　
九
州
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
17
日
（
土
）
午
後
３
時

〜と
こ
ろ　
博
多
・
八
仙
閣

　
ー
九
州
地
区
ー

■
毛
利
博
物
館
企
画
展
「
端
午
」

　
若
殿
所
用
の
「
朝
顔
小
道
具
」
に
よ

る
端
午
飾
り
を
中
心
に
、
甲
冑
・
刀
剣

な
ど
の
武
具
、
円
山
応
挙
筆
「
鯉
図
」

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
28
日
（
水
）
〜
５
月
30

日
（
日
）

と
こ
ろ　
防
府
市
多
々
良
・
毛
利
博
物

館入
館
料　
大
人
７
０
０
円
、
小
中
学
生

３
５
０
円

■
教
育
と
福
祉
の
広
場
ふ
れ
あ
い
バ

ザ
ー
ル

　
上
田
豊
治
（
萩
市
）
等
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
８
日
（
土
）
〜
５
月
11

日
（
火
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
ち
ま
き
や
５
Ｆ
催

事
場

■
下
瀬
信
雄
写
真
展
「
萩
の
日
々
」

　
ふ
る
さ
と
萩
を
見
つ
め
続
け
て
き
た

写
真
家
下
瀬
信
雄
の
20
余
年
に
わ
た
る

写
真
世
界
の
集
大
成
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
８
日
（
火
）
〜
８
月
８

日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

の
常
設
展
示
室
II

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
第
８
回
山
口
県
日
展
会
展

　
日
展
入
選
以
上
の
受
賞
者
で
、
萩
焼

作
家
・
田
中
克
敏
、
田
中
秀
男
、
中
村

真
一
、
松
野
龍
司
、
吉
賀
將
夫
、
田
中

真
一
の
作
品
と
萩
市
在
住
の
書
家
・
小

倉
窓
筧
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
５
日
（
水
）
〜
５
月
11

日
（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸
７
Ｆ
文

化
ホ
ー
ル

◇
徳
山
近
鉄
選
抜
作
家
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
、
波
多

野
善
蔵
、
三
輪
栄
造
、
岡
田
裕
の
４
人

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
14
日
（
金
）
〜
５
月
19

日
（
水
）

と
こ
ろ　
徳
山
市
・
近
鉄
松
下
百
貨
店

◇
陶
・
三
輪
栄
造
展

　
萩
焼
作
家
三
輪
栄
造
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
19
日
（
水
）
〜
５
月
25

日
（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市
竹
崎
町
・
下
関
大
丸

美
術
画
廊

◇
三
輪
休
和
展

　
人
間
国
宝
・
三
輪
休
和
の
穏
和
な
が

ら
桃
山
茶
陶
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

生
か
し
た
作
風
で
知
ら
れ
る
作
品
世
界

を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
８
日
（
火
）
〜
８
月
８

日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

の
郷
土
工
芸
館

◇
第
34
回「
現
代
工
芸
美
術
中
国
会
展
」

 

萩
焼
作
家
・
中
村
真
一
、
田
中
秀
男
、

松
野
龍
司
、
吉
賀
將
夫
、
田
中
克
敏
、

田
中
真
一
、
野
坂
康
起
、
の
７
人
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
15
日
（
火
）
〜
６
月
20

日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

の
企
画
展
示
室

◇
第
22
回
山
口
伝
統
工
芸
新
作
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
波
多
野
善

蔵
、
三
輪
栄
造
、
厚
東
建
信
、
岡
田
裕
、

野
坂
康
起
、
兼
田
三
左
衛
門
、
松
村
拓

夫
、
坂
高
麗
左
衛
門
、
納
富
晋
、
兼
田

佳
炎
、
玉
村
登
陽
、
止
原
伸
郎
、
山
影

陶
道
、
野
坂
和
左
の
15
人
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
16
日
（
水
）
〜
６
月
27

日
（
日
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
市
立
美
術
館

と　
き　
８
月
12
日
（
木
）
〜
８
月
17

日
（
火
）

と
こ
ろ　
徳
山
市
・
近
鉄
松
下
百
貨
店

■
萩
工
業
高
等
学
校
第
34
回
か
ら
た
ち

会
総
会

　
第
34
回
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
８
日
（
土
）　

午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
工
業
高
等
学
校
体
育
館

■
手
漉す

き
紙
ア
ー
ト
展

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ク
リ
ス

テ
ィ
ン
・
バ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
23
日
（
金
）
〜
５
月
23

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
南
古
萩
町
・
俥
宿
天
十

平
（
本
号
７
Ｐ
を
参
照
）

■
「
萩
焼
ま
つ
り
」

と　
き　
５
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
５

日
（
祝
）

（
本
号
２
Ｐ
を
参
照
）

■
「
萩
・
大
茶
会
」

と　
き　
５
月
３
日（
祝
）〜
４
日（
祝
）

（
本
号
２
Ｐ
を
参
照
）

■
ケ
ニ
ー
・
バ
ロ
ン
（
ピ
ア
ノ
）
ジ
ャ

ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

と　
き　
５
月
25
日
（
火
）
午
後
７
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
市
土
原・喫
茶「
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」

入
場
料　
７
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

喫
茶
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

■
女
流
陶
芸
家
・
坪
井
明
日
香
と
三
輪

龍
作
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と　

き　

５
月
29
日
（
土
）　

午
後
５

時
〜

と
こ
ろ　
萩
市
堀
内
・
千
春
楽
味
楽
亭

入
場
料　
６
０
０
円（
前
売
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

萩
陶
芸
家
協
会

（
０
８
３
８・
２
５・
０
３
４
９
）
小
田

方■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
’99　
兼
田
昌
尚
展

　
萩
焼
作
家
・
兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
25
日
（
金
）
〜.

７
月

１
日
（
木
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町
・
彩
陶
庵
ギ
ャ

ラ
リ
ー



　
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
10
月
９
日
、
萩
藩
は
会
津
藩
士
で
槍
術
家
の

志
賀
小
太
郎
を
江
戸
藩
邸
に
招
聘
し
、
槍
術
稽
古
を
開
始
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
13
代
萩
藩
主
毛
利
敬
親
の
江
戸
在
府
期
間
が
残
り
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
同
年
12
月
22
日
、
萩
藩
主
は
小
太
郎
を
萩
へ
招
聘
す
る
こ
と

を
８
代
会
津
藩
主
松
平
容
敬
に
願
い
出
ま
し
た
。
そ
の
願
書
に
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
会
津
藩
士
志
賀
小
太
郎
を
萩
藩
士
の
槍
術
稽
古
の
た
め
に
招
請
し
た

と
こ
ろ
、
藩
地
の
用
務
を
欠
い
て
遠
路
を
も
顧
み
ず
し
て
、
特
に
派
遣
さ

れ
た
こ
と
は
、
そ
の
厚
情
を
感
謝
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
以
来
小
太
郎

は
毎
日
藩
邸
に
出
勤
し
、
誠
実
に
初
心
者
や
未
熟
の
者
を
指
導
し
ま
し
た

の
で
、
藩
士
た
ち
は
よ
う
や
く
槍
術
に
熟
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
萩
藩
主
の
幸
せ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
藩
主
の
江
戸
在
府
の
期
間
が
余
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
な
の
で
、
藩
士

た
ち
の
槍
術
の
稽
古
が
中
途
半
端
に
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
萩
藩
主
は
藩
士
の
中
で
有
志
の
者
を
会
津
藩
に
派
遣
し
修
行
さ
せ
よ

う
と
考
え
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
藩
士
に
お
い
て
槍

萩ネットワーク　1999 年 5 月　27 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

毛 利 敬 親 肖 像

会 津 と 萩 の 交 流 史
（ 2 ）

〜 会 津 藩 士 志 賀 小 太 郎 の
　 　 　 　 　 　 萩 へ の 招 聘 〜

（16）

と
の
交
渉
を
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
会
津
藩
主
松
平
容
敬
に
お
い
て
も
、

萩
藩
主
の
切
実
な
る
希
望
を
く
ま
れ
て
、
小
太
郎
な
ど
に
任
じ
て
い
た

藩
務
を
欠
い
て
ま
で
も
、
遠
く
萩
ま
で
派
遣
さ
せ
ら
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
厚
く
こ
の
こ
と
を
考
え
、
い
よ
い
よ
志
を
励
ま
し
、
日
夜
修
行
し

て
速
や
か
に
成
績
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
会
津
藩
に
対
し
て
申
し
訳
が
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
太
郎
た
ち
に
対
し
て
立
ち
振
る
舞
い
・
言

葉
づ
か
い
な
ど
が
粗
野
に
な
り
、
非
礼
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
よ
く
よ
く
慇
懃
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
誠
心
を
尽
く
し
て
稽
古
に

励
む
よ
う
に
し
な
さ
い
。
病
気
な
ど
の
事
故
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
稽

古
を
や
め
る
者
は
、
届
け
出
な
さ
い
。
正
当
な
理
由
が
な
く
、
稽
古
を

や
め
る
者
は
、
自
身
の
み
な
ら
ず
親
ま
で
も
指
導
が
行
き
届
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
処
罰
し
ま
す
」

　
つ
い
で
３
月
29
日
、
小
太
郎
ら
の
出
迎
え
・
宿
舎
・
賄
い
な
ど
に

関
し
て
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
中
に
「
会
津
は
山
の
中
で
、

生
魚
は
昔
か
ら
食
べ
ま
せ
ん
。
萩
で
た
く
さ
ん
生
魚
を
食
事
に
出
し

て
、
万
一
腹
を
こ
わ
さ
れ
て
は
申
し
訳
が
立
た
な
い
の
で
、
食
事
に

は
十
分
に
気
を
配
る
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
一
項
も
あ
り
、
萩

藩
で
は
規
律
の
引
き
締
め
を
図
る
と
と
も
に
、
細
部
に
わ
た
り
配
慮

を
施
し
、
小
太
郎
た
ち
の
受
け
入
れ
準
備
を
進
め
た
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

術
の
上
達
が
遅
延
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
太
郎
の
槍
術

の
名
声
は
萩
に
も
伝
わ
り
、
昼
夜
兼
行
し
て
江
戸
へ
出
府
す
る
者
も
あ
る

ほ
ど
で
す
。
萩
藩
の
直
臣
だ
け
で
な
く
末
家
の
陪
臣
ま
で
、
全
藩
挙
げ
て

小
太
郎
の
萩
へ
の
招
聘
を
渇
望
し
て
い
ま
す
。
小
太
郎
の
萩
へ
の
招
請
と
、

す
べ
て
の
藩
士
た
ち
の
槍
術
上
達
を
会
津
藩
に
ご
依
頼
し
ま
す
」

　
こ
の
願
書
か
ら
、
小
太
郎
の
萩
招
聘
を
渇
望
す
る
萩
藩
の
並
々
な
ら
ぬ

熱
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
年
が
明
け
て
弘
化
元
年
（
１
８
４
４
）
２
月
11
日
、
会
津
藩
主
松
平
容

敬
は
小
太
郎
の
萩
へ
の
派
遣
を
許
可
し
、
黒
河
内
伝
五
郎
・
堀
機
三
郎
・

原
貢
並
び
に
小
太
郎
の
門
弟
松
本
友
三
郎
を
小
太
郎
に
同
行
さ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
萩
藩
で
は
、
同
年
２
月
14
日
藩
士
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
通
告
し
ま
し
た
。

　
「
天
保
14
年
に
小
太
郎
を
江
戸
藩
邸
に
招
聘
す
る
こ
と
す
ら
、
他
の
諸
藩

で
も
次
第
に
評
判
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ん
や
萩
に
招
請
す
る
に
お

い
て
は
、
全
国
に
響
き
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
藩
士
た
ち
の
槍
術

が
上
達
し
な
け
れ
ば
、
世
間
の
物
笑
い
に
な
る
こ
と
を
藩
士
た
ち
は
よ
く

考
慮
し
、
礼
儀
正
し
く
日
夜
精
神
を
研
ぎ
澄
ま
し
修
行
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」　

　
さ
ら
に
１
か
月
後
の
３
月
15
日
に
は
、
萩
藩
士
た
ち
の
槍
術
修
業
に
関

す
る
注
意
事
項
を
次
の
よ
う
に
通
達
し
ま
し
た
。

　
「
藩
主
毛
利
敬
親
は
、
文
武
の
興
隆
に
関
し
て
は
従
来
よ
り
出
費
を
惜

し
ま
ず
、
今
回
の
小
太
郎
の
萩
招
聘
に
つ
い
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
会
津
藩　萩市は４月から、市への提言・意見をＥメールで

も受け付けています。あて先は野村萩市長専用のア
ドレスで、住所・氏名を明記した提言には、必ず回
答することにしています。
　なお、従来通り手紙・提言箱・ＦＡＸでも受け付
けています。
手　紙　〒 758-8555　萩市江向 510 番地
　　　　萩市長宛
提言箱　市役所玄関案内に設置
ＦＡＸ　総務課秘書係に設置（0838・26・1065）

Ｔｏｐｉｃｓ
萩市への提言・意見を
　　　　Ｅメールで受付開始！
アドレス：mayohagi ＠ lime.ocn.ne.jp

メ
ー
ル
を
確
認
す
る
野
村
萩
市
長
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